
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

   
 
 
 

   
 
        

 
  
   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

七中ホームページ： https://www.city.ome.tokyo.jp/school/daishichi-j/ 

七中代表メールアドレス： daishichi-j@ome-tky.ed.jp

「
伝
統
行
事
が
つ
な
ぐ
も
の
」 校

長 

田
中 

明
子  

冬
紅
葉
が
晴
天
に
映
え
る
抜
群
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
第

45
回
成
木
地
区
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
第
17
回
小
中
合
同
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
12
月
９
日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
何
の
制
限
も

な
く
開
催
さ
れ
、
生
徒
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
に
向
け
て
は
、
地
域
の
方
々 

が
９
月
か
ら
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て 

企
画
・
運
営
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

歴
史
を
た
ど
れ
ば
、
成
木
の
各
地
で
行
わ 

れ
て
い
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
一
つ
の
大
会 

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
広
い
世
代 

の
方
々
の
レ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
年 

々
変
化
を
遂
げ
て
、
現
在
は
成
木
小
・
七 

中
の
児
童
・
生
徒
の
み
を
対
象
と
し
た
レ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

走
路
は
都
道
を
使
う
た
め
、
警
察
の
協
力
を
得
て
閉
鎖
し
、
先
導
は

白
バ
イ
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
沿
道
で
は
地
域
・
保
護
者
の
方
々

が
安
全
管
理
を
し
て
く
だ
さ
り
、
応
援
の
方
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
総
出
で
つ
く
っ
て
く
だ
さ
る
、
成

木
の
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。 

レ
ー
ス
後
に
は
、
地
域
・
保
護
者
の
方
々
が
前
日
か
ら
仕
込
ん
だ

豚
汁
を
振
る
舞
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
小
学
生
や
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
美
味
し
く
豚
汁
を
頂
い
て
い
る
姿
を
見

て
、
成
木
で
育
つ
子
供
は
幸
せ
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
終
え
て
の
生
徒
の
感
想
に
は
、
自
分
の
目
標
に

対
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
大
会
開
催
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
多
く
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
、「
成
木
に
育
つ
子
供
に
向
け
ら
れ
る
愛
」
を
受
け
継
ぐ
場
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
保
護
者
の

方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
伸
び
ゆ
く
七
中
生
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

マラソン大会に向けて、ご尽力くださった全ての皆様に心より感謝申し上げます。 
 

ありがとうございました！！ 

【
生
徒
の
感
想
よ
り
】 

・
今
年
は
、
自
分
に
と
っ
て
「
諦
め
な
か
っ
た
」
こ
と
で
成
長
で
き
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
何
か
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
り
、
嫌
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
い
つ
も
す
ぐ
に
諦
め
て
い
た
け
れ
ど
、
今
年
は
練
習
の
時
か
ら
息
切
れ

し
た
り
疲
れ
た
り
し
て
も
、
決
し
て
走
る
の
を
止
め
な
い
で
、
歩
か
な
い
よ
う
に 

し
た
。
ま
た
、
自
分
に
合
っ
た
呼
吸
法
が
見
付
か
ら
ず
、 

す
ぐ
に
息
切
れ
し
て
い
た
が
、
今
年
は
色
々
な
方
法
を 

試
し
て
、
自
分
の
リ
ズ
ム
を
見
付
け
た
の
で
、
息
切
れ 

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

本
番
で
最
後
ま
で
全
力
で
走
り
き
れ
た
の
は
、
地
域 

の
方
が
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
。
本
番
は
坂
が 

多
く
、
前
半
で
ほ
ぼ
体
力
を
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
た
。 

し
か
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た 

だ
い
た
こ
と
で
自
分
に
自
信
が
つ
き
、
止
ま
ら
ず
に
最 

後
ま
で
全
力
で
走
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
時
に 

「
応
援
っ
て
こ
ん
な
に
あ
り
が
た
い
こ
と
な
ん
だ
。」 

と
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

・
練
習
は
過
酷
で
、
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
し
っ
か
り
と 

取
り
組
ん
だ
お
か
げ
で
、
本
番
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
豚
汁
を
も
ら
え
る
と
聞
き
、
そ
の
た
め 

に
今
年
の
大
会
を
頑
張
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ 

ん
。
本
番
で
は
、
残
念
な
が
ら
、
上
位
の
人
を
抜
か
す
こ
と
は 

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
頑
張
っ
た 

後
の
豚
汁
は
格
別
に
美
味
し
く
て
、 

疲
れ
た
心
と
体
に
豚
汁
の
温
か
さ
が 

染
み
渡
り
ま
し
た
。 

 
 

小
学
校
か
ら
参
加
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
不
安
と
楽
し

み
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
と
て
も
思

い
出
に
残
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

https://www.city.ome.tokyo.jp/school/daishichi-j/


1１/３０ ２年生 「手話教室」 
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１２/１  １年生 「Tokyo Global Gateway」 
         英語村でイングリッシュシャワー 

 

 

 

 

１１/１０  PTA 通学路の安全に

ついての懇談会 
  成木小・七中 PTA の皆様が成木地区の

砕石業社の方々をお招きして、通学路の安

全について話し合う場を作ってくださいま

した。 

 

 

12/４ 「紙きり体験学習」 

 美術の時間として、落語家の林家二楽さん、林家八楽さんを

お招きし、紙きりの体験をしました。 

 

「TOKYO GLOBAL 

GATEWAY」は、東京都

教育委員会と提供会社が

運営する、新しいタイプの

体験型英語学習施設で、

立川のグリーンスプリング

ス内にあります。 

 
館内は全て英語でやり取りされているので、日常から離れ海

外をイメージして作られた街並みでグローバルな世界を体験

することができます。 

１年生は、「水の不思議」についてのワークショップと飛行

機内の体験をしました。全て英語で進められる学習ですが、

物おじせずに積極的に参加をしていました。 

  

 

ワークショップのグループ

発表では堂々と表現し、飛行

機内は注文を流暢にしていま

した。臨場感満載な環境で、生

徒は終了しても英語で話し続

けるほど、英語の環境を満喫

していました。 

 

参加してくださったのは、奥多摩工業（株）

さん、山菱産業（株）さん、（株）村尾組さん、 

成木開発（株）さん、東・西成木駐在所の方々

です。それぞれが日頃から取り組んでいる

安全管理について報告し、生徒の命を守る 

ことを再確認しまし

た。最後には、生徒

のお礼の言葉が記

載されているポケ

ットティッシュを贈

呈しました。 

軽快な話術と巧なハサ

ミさばきが繰り広げられ

ながら、即興性のある伝

統芸能の世界に生徒は

引き込まれました。 

 

「何がいい？」と生徒

にリクエストを尋ねなが

ら、次々に切り描いて

いく作品に、感嘆の声

があがっていました。 

いよいよ生徒の

番です。蝶に挑戦

をし、個性ある作

品が出来上がりま

した。たくさん誉

めていただき、誰

もが満足そうでし

た。 

青梅市ボランティア市民活動センター、青

梅市聴覚障害者協会、青梅市手話サークルの

方々をお招きして、手話を教えていただきま

した。 

 障害全般について

や、聴覚障害者につ

いても詳しくお話し

てくださり、お互い

を理解することか

ら始まりました。 

 手話の基礎を学び、伝言ゲーム等を通して

手話を使いながらコミュニケーションを図る

楽しさを味わいました。 

 手話は「描写する

力」に優れた言語だ

と言われています。 

２年生は新たな意思

疎通を図る手段を身

に付けることができ

ました。 



 

  
   １２/１３   「金融教育」 

 

 

 

 

 

 青梅市内の青梅信用金庫とアイザワ証券の方が、

全学年に金融教育の授業をしてくださいました。 

 １年生は、「わたしの将来～キャリア・金融教育～」 

として、信用金庫・証券会社の役割を知り、青梅の産

業に関連した産業発展と金融面から夢をかなえるこ

とについて考えました。最後に練習用の紙幣をもら

い、ニコニコしながら数えていました。 

 ２年生は、SDG‘ｓや青梅の産業について再確認を

しながら、身近なお店の役割について考えを深めま

した。「もし、そのお店がなかったら、自分の暮らしは

どうなるのか？」とクラスで意見交換をしました。 

 ３年生は、グループで成木を活性化するための会

社を立ち上げ、社長を中心に企画を発表し、株式投

資を行いました。成木の農産物を生かしたお菓子や

お化け屋敷等のイベント等、どれも魅力的な案が出

て、ぜひ実現していきたいと感じました。 

 １２/１３  「セーフティー教室」 

 

 １２/１５    「図書くじ」  

図書館イベント 

 

 

 

 

図書館司書さんや担当の先生方が生徒の皆さん

に「楽しみながら、本を借りてもらおう！」と企画し

た、「図書くじ」が行われました。このイベントは毎年

生徒も楽しみにしています。 

 司書さんや先生方が選んだお勧めの本を袋詰め

してあり、一緒にちょっとしたプレゼントが入って

います。お昼休みには、全員の生徒が集まり、「位置

について、用意、ドン！」で一斉に好きな袋を取りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分では選ばないような本でも、お勧めのお手紙

が入っているので、「なるほど・・・読んでみます。」

と、見入っていました。プレゼントは、クリアファイル

や消しゴム等の文具が中心で、みんなワイワイ、ニコ

ニコして見せあっていました。 

カワニナ飼育始めました！ 

 

東京都ファミリーeル

ール事務局の方に、ス

マートフォン等の使い

方につて教えていた

だきました。 

「スマートフォンは、使っている本人がスマート

（賢く）でなくてはいけない。」とおっしゃり、「利

用規約」について詳しく教えてくださいました。 

 また、「プロテウス効果」について説明があり、

仮想空間で自分が使うアバターの外見が、自分の

行動や認知に影響を与えることも知りました。 

 生徒の後には、保護者用の講演もありました。

保護者の方も再度、家庭でのルール等について

考える時間となりました。 

昇降口前にて、カワニナを育て始めました。地域の

先輩方に伺ったところ、当時も教室等でカワニナを育

てていたそうです。七中を訪れた卒業生が「懐かしい

なぁ。育てるのは大変でしたよ。」と話してくれました。 

一緒にお世話をしてくださる方を大募集していま

す。ぜひ、七中生と一緒に成木の環境を守る取組にご

参加ください！ 



６月７日 
  
                                       
                             

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１月の行事予定 
１日（月）元日 

８日（月）成人の日、冬季休業終 

９日（火）始業式 

１０日（水）給食始、避難訓練 

１１日（木）音楽ワークショップ 

１２日（金）自転車安全教室（六中と合同） 

１６日（火）専門委員会 

１８日（木）生徒朝礼 

１９日（金）新入生保護者説明会 

２０日（土）新入生標準服採寸 

２５日（木）移動教室前検診（２年） 

２６日（金）校外学習（１年） 

      都立高校推薦入試 

２９日（月）介護福祉体験（１年） 

３０日（火）がん教育 

３１日（水）～２月２日 スキー教室（２年） 

２月の行事予定 
１月３１日～２日（金）スキー教室（２年） 

６日（火）笑顔と学び体験事業「パントマイム」 

１１日（日）建国記念の日 

１２日（月）振替休日 

１３日（火）避難訓練 

１６日（金）放課後学習会 

２１日（水）都立高校一次前期入試 

２３日（金）天皇誕生日 

２６日（月）～２８日（水）学年末考査 

      ２６日、２７日は給食なし 

２９日（木）～３月５日（火） 作品展 

１１/１８～１９ 「成木地区文化祭」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 成木地区文化祭に、七中の生徒の作品を展

示していただきました。美術の絵やレポート、

技術の作品に加えて、地域講師の若林博司先

生に教えていただいた水墨画も展示しました。 

 

1２/６ 「ゴルフ部体験会」 

 第六支会の皆様にご支援をいただき、第六

中学校と合同で地域活動部活として「ゴルフ

部」を創設する準備が進んでいます。 

 七中と市内小学生を対象に、オソキゴルフセ

ンターにて、体験会を行いました。 

 

１２/２０ 「中学生オンライン交流会」 
青梅の未来について考えたことを中心に、Google 

Classroomによるオンラインで協議を行いました。 

七中からは、生徒会本部役員の生徒が出席しました。活

発な議論が交わされる中、「多様性が認められる学校づく

り」に焦点が集まりました。 

「多様性について学ぶ講演会を開催する。」等、具体的な

案も出され、自分ごととして、主体的に学校づくりに参画

する態度が育まれました。 

 
【七中生の活躍】 

青梅市教育委員会 

伝統文化奨励表彰 

 

3年 大野 芽依さん・青木 希歩さん・小川 真央さん 

市教育委員会より表彰されました。地域の皆様に育ててい

ただき、伝統文化を受け継ぐ誇れる受賞です。 

 

（青梅市産材木で製作された表彰状） 

高水山常福院や成

木熊野神社にて獅子

舞奉納として簓摺り

（ささらすり）を演じ

てきたことに対して、

「地域の伝統文化を継

承発展することに貢

献した」として、青梅

市教育委員会より表

彰されました。 

 

体験会では、プロの

方にレッスンをしてい

ただきました。オソキ

ゴルフセンターさんの

ご厚意で道具等も全

て無料にしていただ

きました。 

初めてクラブを握

った生徒が多かっ

たですが、あっと

いう間に上達して

笑顔で楽しんでい

ました。 

本年も大変お世話になり、ありがとうございました。 

来年も皆様のご健康とご多幸をお祈りいたします。 

 


